
令和3 年度 入学生用 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校
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平面上の点の軌跡を座標平面を利用して考察することができる

与えられた条件を満たす軌跡を求めることができる

累乗根の定義を理解し、計算ができる

指数関数、対数関数の増減を理解できる

指数関数、対数関数を含む方程式・不等式を解くことができる

常用対数を利用して、桁数の問題を解くことができる

導関数の意味を理解し、それらを適切に使うことができる

関数の増減や極値を調べ、３次関数のグラフをかくことができる

円と直線

不等式の表す領域

三角関数のグラフ

対数とその性質

・８つの観点で学習の状況を総合的に評価。
・定期考査の成績、課題やレポートの取組状況、授業への参加態度などから総合的に評価。

整式及び分数式の計算の仕方を理解しようとしている

３次式の展開や二項定理の仕組みを理解し、利用しようとする

等式・不等式の証明の基本的な概念を理解し、証明することができる

恒等式の性質を利用して未定係数を求めようとする

等式・不等式の証明の基本的な概念を理解できる

今まで学んだ内容を利用しながら証明しようとする

複素数の表記を理解し、複素数の演算ができる

式と証明

学習内容

恒等式 定期考査

複素数とその計算

課題への取り組み

式と計算 学習活動への取り組み

二項定理

3次式の展開

問題集の取り組み

重点評価事項(資質・能力)

基盤的学力 文章を読み解き、対話により意見や考えを他者と交わすことができる。
問題発見・解決能力
情報活用能力
主体的判断能力

協働力
自律力
実践力

自己認識力

問いを立て、解決に向かうことができる。
情報を活用し、問題発見・解決や自分の考えの形成に役立てることができる。
物事を多面的に吟味し、主体的に判断・行動することができる。
他者を尊重し、協働することができる。
規範意識をもって自律的に行動することができる。
自ら考えて行動し実践することができる。
自分の思考を客観的に捉えることができる。

単元（題材）の評価基準大単元

以上の観点をふまえ、

三角関数

指数関数と対数関数

三角関数の性質

三角関数を含む方程式、不等式

三角関数の加法定理

対数関数

指数関数 指数の拡張

加法定理の応用

指数関数

２次方程式の解を、解と係数の関係を利用して解くことができる

剰余の定理と因数分解

高次方程式

2次方程式の解

解と係数の関係

三角関数

図形と方程式

複素数と方程式

三角関数 角の拡張

２直線の関係

2つの円

軌跡と方程式

円の方程式

平面上の点

軌跡と領域

不等式の満たす解を座標平面上の点の集合として見ることができる

不等式の満たす領域を図示できる

弧度法で表された角の三角関数の値を求めることができる

三角関数の周期を理解し、三角関数のグラフがかける

加法定理を利用して種々の三角関数の値を求めることができる

三角関数を含む方程式、不等式を解くことができる

加法定理から２倍角の公式、半角の公式を導くことができる

解と係数の関係を利用して２次方程式を作ることができる

剰余の定理を理解し、因数分解に利用できる

高次方程式を解くことができる

円

直線の方程式

直線の方程式を理解している

円の方程式を理解している

図形的条件を式で表すことができる

与えられた条件を満たす方程式を求めようとしている

点と直線 直線上の点

２年

育成を目指す資質・能力の評価内容

高次方程式

複素数と２次方程式の解

等式・不等式の証明

不等式の証明

等式の証明

小テスト・単元テスト

整式の割り算

分数式とその計算

学
習
目
標

未定

評価方法単元（題材）

担
当
者
か
ら

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

使用教科書

教科 科目

数学Ⅱ

学
習
方
法

4 選択科目

月

学
習
評
価

種別 年次

担当者

単位数

対数関数

常用対数

微分係数

定積分と図形の面積

導関数とその計算

接線の方程式 不定積分や定積分の定義や性質を理解できる

関数の値の変化 関数の増減と極大・極小 不定積分や定積分の計算ができる

定積分

関数の増減・グラフの応用 直線や曲線で囲まれた部分の面積を、定積分で求めることができる

積分法 不定積分

数 学 科

微分法と積分法 微分係数と導関数

加法定理

授業では教科書の例題、練習問題を中心に授業を行い、補足として問題集の問題を解く。

家庭学習において問題集を解くことによって授業で習った内容の理解度を確認していく。

育成を目指す資質・能力

数学


